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 蜃気楼の季節も間近、皆様におかれましては、お忙しい日々をお過ごしことと存じます。白地にブルーと
ブロンズのラインの入った、北陸新幹線 Ｗ７（Ｅ７）系の車体が、北陸の地を疾走し始めました。観光そ
して地域産業発展への効果がおおいに期待されています。  

 今号の『きときと富山』は、平成２７年度に工事完成予定の伏木地区岸壁（－１４ｍ）の耐震改良工事の
状況などにつきまして、お知らせします。 

21世紀に夢をはぐくむ
伏木富山港をめざして 

 

平成2６年度 No.２ 

富山港国際物流ターミナル２号岸壁改良（耐震強化） 

富山地区航空写真 

２号岸壁 

鋼矢板打設完了 

管理用通路（幅員４m） 

（舗装予定） 

鋼矢板打設完了 

 富山地区２号岸壁改良は、老朽化対策に併せて耐震性を強化し、大規模な震災が発生した際には、富山
市をはじめとする背後地域への緊急物資の輸送拠点として使用できるよう、平成２６年度より整備を進め
ています。 整備は既設の鋼矢板式（鋼鉄製の板をつないで壁を作る構造のもの）から耐震性を強化した
重力式にリニューアルするものです。 

 今年度は延長約200mのうち、およそ半分にあたる９0mの岸壁本体を建設する準備として、下の図に
示す位置に鋼矢板（鋼鉄製の板）で仮設の囲いをつくるため、鋼矢板を打ち込こむ工事をしました。    

 鋼矢板の打ち込みは、バイブロハンマー（起震機）により２０ｍ近い長さのものを振動させながら打設
するもので、住宅地が隣接していることから、騒音・振動の発生に細心の注意を払って実施しました。 

 来年度以降は、囲いの中の土砂を掘り上げ、地中の構造物を撤去し、その後、岸壁本体を建設していき
ます。 また、当該施設は１号岸壁から３号岸壁の中間に位置しているため、間を移動できるよう、仮設
道路を設置しました。   

 本事業の整備は、平成２6年度から平成３０年度までの５年間を予定しています。今後も、周辺環境の
保全に努めるとともに、港湾利用に十分配慮しながら整備を進めて行きます。   
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伏木地区岸壁（－１４ｍ）改良（耐震強化） 

 伏木地区岸壁（－１４ｍ）改良では、防災・減災対策の一環として、大規模地震が発生した場合におい
ても一部の岸壁が使用できるよう耐震化工事をすすめています。 

 工事は、既設の舗装版などを撤去した後、長さ６４ｍの長いグラウンドアンカーを設置し、岸壁本体を
安定させるもので、今年度から、2年の予定で実施しています。 

 今年度は、6月に基本調査試験を実施し、現地盤の強度が設計どおりであることを確認してから、延長
２８０ｍの内、東側の１４０ｍを施工しました。 

 グラウンドアンカー設置に先立つ削孔作業は、施工条件が厳しいため、全国に５台しかない高性能な機
種を使用して施工しました。  

 現場は供用中の岸壁であるため、荷役作業に支障を与えないよう関係者との調整を行い、事故や問題が
生じない様に工事を進めています。 

伏木地区航空写真 

 
富岩水上ライン新艇就航式典 

 

 平成２７年３月２６日(木)、富岩運河環水公園から富山港までを結んで運航されている富岩水上ラインの

新艇「fugan」の就航式、及び７年目となる富岩水上ラインの運航開始式が開催されました。 

 「fugan」は、北陸新幹線の開業にあわせ建造された外観を白と黒を基調としたデザインの新造船で、長
さ１７．８ｍ、幅３．３ｍの大きさで、定員は５５人です。 屋根にはソーラーパネルを装備し、電気モー
ターを動力としています。フロントガラスには北陸新幹線の運転席にも用いられた地元企業の曲面ガラスが
使われています。 

 式典は主催者挨拶の後、北陸地方整備局長（田所北陸地方整備局次長代読）他の祝辞、テープカット・く
す玉割りの後、記念乗船が行われました。 

 富岩水上ラインは、冬期は休業で、例年は4～11月の期間に運航されていますが、新幹線開業を記念して
３月中に運航を開始し、３月２７日から３１日の間は、特別運航が実施されます。 

 また、26年度は土日・祝日を中心に運航されていましたが、27年度は、ほぼ毎日運航されます。 

新造船「fugan」 

施工の様子 

小学生の作ったパンフレットの贈呈 記念乗船の様子 

施工の様子 


